





































































二重否定、 í~なしリを否定し、 í------J に近い意味を表すが、 í--J とは違うJJと説明している。日本語






































































































































































































































































(5) 問中 (2004c) は、 r~ないことはなしリの「は」のかわりに「も i を使えば、より迂言的な可能性の判断保
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本語の一
留となると r~なし ¥ J ，土、 と としている。
そう り
1かとも患うが、 う。(顎自新開 04.4.
問中(2007)では、 し、 1し、 としての
も
(7) i ~カ している。 r~ iはそうすると
し主主ねる 、J ¥てとワ してゆ;
しく しかねない
と
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? ? ? ? ? ? ? -tこ{也!，t.おなし、
-(の)ほかはない
~に迎いない
~で(は) 11];:怠いない
~以外(に)なし、
~を怠らない
ーを悌らない
うてfj叶士なし、
~をtじえない
~を:X~ わなし、
(大堀裕美、創価大学大学院博士後期課程、 e09d1303@soka.ac.jp) 
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